
【報道資料】

10 月 11 日（土）、閉幕間際の大阪・関西万博パビリオン内において、 
田原本町とナウル共和国パビリオンが、広報連携協定を締結致しました。

大阪・関西万博を契機に X（旧 Twitter）でつながった友好をより一層

深めるとともに、「面積がほぼ同じ 21 ㎢」という共通点を活かした両地域

の魅力発信による双方の認知度向上と地域活性化に繋げてまいります。

大阪・関西万博は多くの皆様に惜しまれながら 10 月 13 日に閉幕となり

ましたが、閉幕後についても本協定内容はナウル政府観光局日本事務所に

継承され、引き続き連携してまいりますとともに、広報連携に留まること

なく、教育や文化振興等の分野においても連携し、「万博のレガシー」と

して次代に継承をしてまいります。

記

■出席者 ナウル共和国パビリオン  政府代表代行シャンディ・フランシスカ・エイケン氏

田原本町 町長  高江 啓史

（ ナウル共和国「ナウルくん」＆本町公式キャラクター「タワラモトン」も参加 ）

※協定書、写真データ、コメントは別添のとおりです
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広報連携協定を締結！ 
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【高江町長コメント】 

協定を締結できましたこと、そしてこれからナウル共和国の皆様と様々な

場面で連携できますことを大変嬉しく思っております。 

本町は 2500 年の重層的な歴史の中で紡がれた文化があり、特に唐古・鍵遺

跡という弥生時代の遺跡が有名です。面積が同じという、小さな接点からト

ントン拍子に話が拡がり、協定に結び付き、連携自体は広報と銘打っており

ますが、万博後は、それぞれの子ども達をオンライン上で繋ぎ交流したり、

ミュージアムでのナウル展等をできればと思っており、様々な分野で連携

をさせていただき、それぞれの国・町の良さを日本全体に、世界に、発信で

きればと思っております。 

なお、ナウル政府観光局日本事務所の X（旧 Twitter）はフォロワー数は 55

万人で、今般の連携について X でつぶやいていただいたところ、本町観光

振興機構の X のインプレッション数が通常数百のところ、8 万ビューまで

のびるなど、大変反響をいただいており、可能性を強く感じております。 

 

【シャンディ・フランシスカ・エイケン様コメント】 

田原本町と協定を締結できたことを大変嬉しく思います。 

奈良県内で連携する自治体は、田原本町が初めてとなります。 田原本町は

ナウル共和国と面積が同じと聞き親近感を覚えました。 

田原本町は多くの歴史的遺跡があることで知られており大変興味深いです。 

ナウルの歴史的遺跡の保存に向けて、ともに協力していけたら幸いです。 

是非、田原本町を訪問させていただきたいです。 







 




